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給食調理室へのエアコン設置がスタート！
　夏場には 40℃以上にもなる大変厳しい環境で働く調理
員の方々より、以前より環境改善を望むお声を頂き、公明
党市議団として給食室へのエアコン設置を求めていました
が、今年度６校におけるモデル設置を実現しました。８月
23 日にそのうちの１校である平戸台小学校（戸塚区）を訪
問し、設置状況などを確認してきました。

働く皆さまの命と健康を護る、重要な取組みです。
　夏の厳しい暑さが指摘されるようになって久しく、
公明党市議団としていち早くこの課題を取り上げ、教
育委員会と協議しながら、これまでもスポットクーラー
や冷却ベスト、白衣に取付ける小型ファン、熱の放射
を抑える回転釜などを導入してきましたが、根本的な
課題解消へは程遠い状況でした。

給食室へのエアコン設置に向けて、何が課題なのでしょうか。
　電力の確保が難しい古い学校が多いこと。また、給食室の構造や配置の違
いにより一律の導入が容易でないことに加え、調理作業による熱や蒸気を大
量に換気している環境では十分な空調効果が見込めないことがあります。近
年、こうした課題に対応した新たな空調機器も開発されていますが、市内約
330校にものぼる給食室への設置には多額の予算が必要です。そのため、ま
ずは環境や条件の違う学校を６校選んでモデル設置を行い、効果やコストな
どの検証を行っています。金沢区内ではこの夏休み中に、瀬ケ崎小学校にモ
デル設置されました。

他の学校へも設置が進むことを期待します。
　居合わせた調理員の方からも、エアコン設置
の前と後では「天国と地獄のような違いです」と、
喜びのお声も頂きました。課題や改善点を検証
し、全校への速やかな設置へ、早期の事業化を
目指して参ります。

８月 23日、エアコン設置後の
検証作業を視察
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